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システムとオペレーション

調和の輪の奉仕の柱の副柱。関連項目: 奉仕の輪, ダルマ(奉仕)



システムとオペレーションは、奉仕の輪のインフラストラクチャ的な柱です。個人の努力から持続的な影響へと拡大する方法、懸命に働くことと自分の常時的な労力がなくても続く何かを構築すること、素晴らしい一人の事業と耐久性のある組織の違いをあらわしています。

深い職業的スキルを持つ多くの人々がこの領域で苦労します。彼らは仕事そのもの、職人技、創作、直接的なサービスに優れていますが、システムに抵抗します。システムは官僚的で、制約的で、命のないもののように感じます。実際には、良いシステムは解放的です。優れた実践者を行政的な気散らしから解放し、彼らが呼ばれていることの多くをすることを可能にします。

調和主義の区別が極めて重要です。仕事に奉仕するシステムと、目的そのものになるシステムには違いがあります。官僚制度、つまり目的から切り離された規則、承認、プロセスの増殖は、システムの腐敗です。良いシステムは、生命体が意識的な努力なしに機能することを可能にする骨格です。


職業に適用されるシステム思考

職業にシステム思考を適用することは、自分が行っていることの全体的な生態系を理解することを意味します。医師の場合、システムには患者の受け入れ、診断、治療、フォローアップ、記録保管、請求、紹介ネットワークが含まれます。教師の場合、カリキュラム設計、準備、実施、評価、フィードバック、保護者との通信が含まれます。建設者の場合、設計、許可申請、材料の調達、職人の調整、品質管理、保証が含まれます。

優れた実践者は、自分の好きな部分だけでなく、システム全体に注意を向けます。手術に優れているが患者の通信を怠る外科医は悪い経験を生み出します。教室で才能があるが成績評価とフィードバックが不順序な教師は、自分の影響を損ないます。美しい仕事を創作しているが事業面で混乱している建設者は最終的に失敗します。

システム思考は、プロセスに執着することを意味するのではなく、部分がどのようにつながっているかを理解することを意味します。その後、システムを再設計して、仕事をより良く奉仕させることができます。自分の特定の優秀さを必要としない部分を委任または自動化することができます。



システムモデルとしての輪

調和の輪そのものは、洗練されたシステム思考フレームワークであり、複雑なシステムがどのように機能するかの生きた例です。7+1の構造、つまり主権的な中心(臨在の輪、身体または組織に適用されるときは観照になります)と7つのバランスの取れた柱は、持続可能なシステムのアーキテクチャを示しています。すべての柱はすべての他の柱に影響します。健康は仕事の能力と関係の質を形作ります。奉仕の輪が臨在の輪に根拠を置かないと、燃え尽きと分裂に低下します。遊びの輪が目的がないと、逃避主義になります。中心は柱に命令するのではなく、その繁栄を可能にする条件を保ちます。

システムモデルとして輪を内面化すると、携帯可能なアーキテクチャを所有します。サイロ化されたものがないこと、フィードバックループがすべてのドメインに作用すること、安定性が厳密な制御ではなく動的なバランスから生じることを理解する人は、彼らが構築するあらゆるシステムにこれを適用できます。組織では、中心に明確なダルマを探してください。すべてを統一する目的です。それを奉仕する柱のバランスを取ってください。生計、管理、統治、共同体、教育、生態学、文化です。すべてが失敗しているか、1つの柱が他を圧倒している場合に通知するフィードバック機構を作成してください。単一のメトリクスまたはイデオロギーへの崩壊に抵抗してください。最も優れた運用システムは、輪の幾何学をミラーリングします。意図的で、持続可能で、統合され、フラクタルです。同じロジックが個人、組織、文明規模で適用されます。



標準操作手順書

標準操作手順書(SOP)は、仕事がどのように行われるかの成文化です。それらは上から下ろされた規則ではなく、最良の実践の文書化、物事が実際にうまくいく方法です。価値のある何かを正しい方法で達成した人が、他の人がその知識から利益を得られるようにそれを書き下ろします。

良いSOPは解放的です。それらはあなたがどのようにしてものを行うかを覚えておく必要がなくなり、新しい人がすぐに学ぶことができ、あなたが注意と特定のスキルが必要な部分に集中することができます。それらは身体が機能することを可能にする骨格です。

ほとんどの人々がSOPに抵抗するのは、彼らが悪いものを経験したためです。過度に厳格で、仕事を理解していない人によって作成され、無分別に強制されたSOPです。実在のSOPは仕事をしている人々から出現し、実際に機能すること文書化され、状況が変わるにつれて修正されますし、アクセス可能に保たれます。

何か耐久性のあるものを構築している人は、SOP を作成します。官僚的なオーバーヘッドとしてではなく、分散した知恵として。成功した起業家はこれを行います。弟子を訓練する職人の達人はこれを行います。コース教材とレッスン計画を開発する教師はこれを行います。彼らは学んだことを成文化することで将来に投資しています。



ツール、プロセス、オートメーション

システムとオペレーションの一部は、仕事に適切なツールとテクノロジーを選択することです。適切なツールは能力を増幅させます。間違ったツールは摩擦と浪費を生み出します。

これは光沢のあるツールに対してスケプティカルであり続けることが必要です。最新のソフトウェア、最新の管理フレームワーク、流行のプラットフォームを追いかけている起業家は、しばしば利益よりも多くのオーバーヘッドを生み出します。ツールは、実際の仕事で摩擦を減らすか、それに追加するかに基づいて評価されるべきです。

また、所有するツールと所有するプラットフォームの区別が必要です。コントロール下のスプレッドシートはツールです。変更可能な利用規約を持つクラウドプラットフォーム、データを収集するもの、使用から価値を抽出するもの、これはあなたの関係を所有するプラットフォームです。主権の調和主義的原則が適用されます。依存するプラットフォームよりも、所有するツールを優先してください。

オートメーションが思慮深く適用されると強力です。仕事の中心ではない反復的なタスクを自動化する人は、莫大な動きを得ます。中心的なスキルの一部を自動化する人、つまり本質的な部分を委任する人は、自分の能力を低下させます。この区別は重要です。



テクノロジー主権

デジタル時代において、システムとオペレーションはテクノロジー基盤インフラストラクチャに対する主権的なスタンスを含みます。耐久性と独立性にコミットする人または組織は、価値を抽出し、依存を強制するように設計されたプラットフォームに根本的なシステムをアウトソースすることはできません。これはテクノロジー企業についての偏執狂ではなく、集中されたプラットフォームが不透明なアルゴリズム、一方的な条件の変更、アーキテクチャに織り込まれたデータ収集、依存が増すにつれてエスカレートするフィーなど、ユーザー福祉と一致しない構造的なインセンティブを持つという明確な認識です。

テクノロジー主権は、コントロールするセルフホストツール、透明なコードのオープンソースソフトウェア、ポータブル形式の所有データ、広告収入または抽出の周囲ではなく実際の価値の周囲に設計されたシステムを優先することを意味します。これはより多くの事前作業とより洗練されていないUIが必要かもしれませんが、価値があります。今日構築しているデジタルインフラストラクチャは、明日構築できることを決定します。独自のプラットフォームへの依存を選択し、それらの制約、コスト、監視、脆弱性を受け入れてください。主権を選択し、自分のツール保守の責任を受け入れてください。しかし、あなたは力を保ちます。

システムの耐久性にコミットしている人は、テクノロジーで主権を選択します。ソース管理を所有し、知識ベース、顧客関係とそのデータを所有し、ベンチャーキャピタルの抽出を追跡するオフショアで構築されたものではなく、コミュニティによって構築されたツールを選択します。これは原理的でもあり実用的でもあります。最初はより難しいですが、本当に独立していて、時間をかけて反脆弱性になります。



システム設計におけるアンチフラジリティ

耐久性のあるシステムを構築する人は、弾力性とアンチフラジリティの違いを理解すべきです。弾力的なシステムはショックを吸収し、元の状態に戻ります。アンチフラジリティシステムはショックからより強くなり、ストレスを学習と能力に変換します。

調和の輪そのものはアンチフラジリティです。1つの柱がストレス下にあるとき、たとえば、健康危機が健康の輪を活性化させるとき、他の柱が応答として活性化します。混乱はより深い学習、より洗練された実践、全体的な統合の機会になります。システムへのストレスは成長をトリガーする信号になります。

良い運用システムはこの品質を符号化します。エラーを学習に変換するフィードバックループを含みます。失敗が見えていて価値があり、隠されていなく、破局的ではない条件を作成します。重要な冗長性を構築します。その冗長性のための冗長性ではなく、単一障害点を防ぐ戦略的冗長性です。1つのコンポーネントを失ってなお機能できるシステム、そのエラーから学ぶシステム、逆境を脅威ではなく情報として扱うシステムは、生き残り、改善します。

アンチフラジリティのために設計している人は、次の質問をします。何が悪くなる可能性がありますか？どの失敗が破局的ですか？どれが回復可能ですか？小さな失敗から大きな失敗を防ぐために、どのようにして学びますか？ショックを吸収し、より強く出現することを可能にする構造は何ですか？答えは通常、集中化と制御の反対です。それは分散、透明性、迅速な適応の能力です。



委任としてのレバレッジ

システムとオペレーションの最も重要なスキルの1つは委任です。すべてを個人的に行おうとしている人は、自分の影響に上限を設定します。他人を通じて働くことを学んでいる人は、自分の能力を増やします。

良い委任にはいくつかのことが必要です。まず、委任できることを特定する必要があります。自分の特定の優秀さを必要としない部分、通常は行政的で、繰り返しで、支援的なタスクです。第二に、それらをうまく行うことができる人が必要です。第三に、出力が基準を満たしている限り、彼らにそれを彼らのやり方でさせるようにしても構いません。

制御指向の人は委任に苦労し、他の人を信頼するのではなく、それを自分でするのを好みます。これは彼らに大きな代価をつけ、自分たち、同僚、組織の成長とスケーリングを防ぎます。

良い委任は協力の文脈での愛の行為です。あなたは有意義な仕事をしている誰かに与えており、責任で彼らを信頼し、彼らが発展する条件を作成しています。良い委任を受けている人は、それを贈り物として経験します。成長し、信頼され、貢献する機会です。



知識管理システム

システムとオペレーションの一部は、知識をどのように組織し、アクセスするかです。あなたは何を学びましたか？新しい情報がどのようにして意思決定に入ってきますか？新しい人々が機関知識にどのようにアクセスしますか？

The Living Vaultは個人レベルの知識管理システムです。これは、メモ、インサイト、研究、学習をどのように組織するかです。適切に管理されている知識ベースを持つ人は、彼らの知識が組織されてアクセス可能であるため、より良く考えることができます。

組織レベルでは、これはウィキ、共有ドキュメント、データベース、訓練システムかもしれません。質問は同じです。知識はどのようにして流れますか、どのようにして更新されますか、どのようにして使用されますか？

多くの組織はこれらのシステムの作成に莫大な時間を費やしており、その後、それらを維持することに失敗します。結果は古い情報の墓地です。実在の知識管理は、それを最新に保つこと、使用を促進することについて責任のある誰かが必要です。それは進行中の仕事であり、完成させるプロジェクトではありません。



時間管理としてのエネルギー管理

システムとオペレーションは、時間をどのように管理するかを含みます。一般的なフレーミングは「時間管理」です。限定された時間でより多くのアクティビティを適合させることです。より良いフレーミングはエネルギー管理です。正しい時間に正しいことをすることです。エネルギーが利用可能な時です。

これには、あなた自身のリズムを知ることが必要です。朝にピークに達する人もいれば、夕方の人もいます。長い集中した時間を必要とする人もいれば、より短いバースト期間で繁栄する人もいます。一部の仕事はプロジェクトの人生の初期に最適です。後で最適です。良いシステムはこれを考慮します。

純粋にエネルギーに無関係に生産性に最適化された人はしばしば燃え尽きます。仕事の組織ではなくエネルギーを保護する人は混乱を生み出します。バランスは重要です。仕事が進むのに十分な構造、実際の能力とリズムを尊重するのに十分な柔軟性です。



重要なものを測定する

測定はシステムとオペレーションの一部です。測定されたことは、人々が何に焦点を当てるかに影響を与えます。間違って測定されたものは悪い行為を運転します。

調和主義的原則。測定が簡単なもの、目的に実際に重要なものを測定してください。標準化されたテストスコアのみで測定される教師は、テストに教えることを始めるかもしれません。ボリュームでのみ測定される外科医は、ケアよりも速度を優先する場合があります。利益のみで測定される組織は、価値破壊行動を作成する場合があります。

良い測定システムには層があります。コア指標は目的を直接反映しています。サポート指標は、将来の能力を構築しているかどうかを示しています。警告指標は、何か間違っていることを警告します。測定システムを設計している人は、簡単な数字だけでなく、全体について考えています。



あらゆるスケールで耐久性のあるシステムの構築

持続可能なシステムの原則は、あらゆるスケール、個人、組織、文明で動作します。文明レベルの調和の建築は、個人レベルの調和の輪をミラーリングします。どちらも明確な目的(中心のダルマ)、すべてのドメイン全体の構造化されたバランス、重要なことの透明な測定、抽出的な機構に依存しない主権的なインフラストラクチャ、そして一貫性を失わずに適応する能力が必要です。

個人レベルでシステムとオペレーションをマスターしている人、持続可能なルーチンの構築、知識システムの維持、主権的ツールの選択、実際に重要なものの測定。組織と文明の耐久性に必要な原則を理解しています。逆に、調和の建築を理解すると、同じフラクタル構造があらゆるレベルで適用されることが示されます。チーム、機関、文明はすべて、同じ注意深いバランス、中心の保護、ドメイン全体の本当の統合へのコミットメントが必要です。

最良のシステムは、機能するために常に注意を必要としません。彼らは一般的な状況を自動的に処理するために設計されており、他の人がそれらを使用できるように文書化されており、状況が変わるにつれて維持および更新され、機能するものを学んだ人々の知恵を符号化しています。

これには事前の投資が必要です。耐久性のために構築している人は、何年もの間機能するシステムを作成するのに時間とエネルギーを費やしています。即座の生産性のために構築している人はシステムをスキップし、後でエスカレートするオーバーヘッドと混乱でそれを支払います。

奉仕の輪にコミットしている人は、システムは仕事から別個ではなく、仕事の一部であることを認識しています。それらは仕事がそれ自体を維持し、スケールする方法です。良いシステムの構築は、将来へのサービスの行為です。



関連項目: ダルマ(奉仕), 職業, 価値創造, 通信と影響, The Living Vault, 奉仕の輪, 調和の建築, 主権
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